
「市議会いせさき」は再生紙を使用しています。 

№9平成 18年10月16日 

　今回、市長から提出された議案は、平成17年度伊勢崎

市一般会計及び各特別会計等決算認定、伊勢崎市総合計

画基本構想の策定について等40件、人事案件２件の合わ

せて42件でいずれも原案のとおり可決しました。 

　また、議員提出議案は、意見書４件、決議１件で、原

案のとおり可決しました。 
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平
成
十
七
年
一
月
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
条
例
が
施
行
さ
れ
、
公
設
の
保
育
料

は
一
律
月
額
一
万
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

民
設
民
営
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
保
育
料
一
律
化
に
つ
い
て

の
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。 

　
次
に
、
公
設
の
減
免
基
準
で
は
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
保
育
料
が
全
額

免
除
に
な
る
な
ど
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
民
設
民
営
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
免
除

な
し
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
違
い
が
あ
る
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
民
設
民
営
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
補
助
内
容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。 

市
　
長
　
保
育
料
に
つ
い
て
、
公
設
が
一
律

月
額
一
万
円
に
対
し
、
民
設
民
営
で
は
、
月

額
五
千
円
か
ら
一
万
三
千
五
百
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
民
設
民
営
の
場
合
は
施
設
の
設
置

や
運
営
に
つ
い
て
の
基
準
が
な
く
、
運
営
主

体
が
そ
れ
ぞ
れ
保
育
料
を
決
め
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
り
、
統
一
基
準
が
な
い
ま
ま
、
保

育
料
だ
け
を
一
律
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
県
に
お
い
て

基
準
を
検
討
中
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
示

さ
れ
次
第
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
公
設
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

生
活
保
護
家
庭
は
保
育
料
が
全
額
減
免
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
民
設
民
営
で
は
減
免
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
一
人
親
家
庭
や
兄

弟
で
入
所
し
た
場
合
に
減
免
し
て
い
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。 

　
補
助
に
つ
い
て
は
、
児
童
数
及
び
指
導
員

数
に
基
づ
き
、
国
及
び
県
が
定
め
る
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
費
補
助
基
準
額
を
、
委

託
料
と
し
て
支
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単

独
補
助
と
し
て
家
賃
及
び
施
設
改
修
に
係
る

費
用
の
一
部
に
つ
い
て
も
補
助
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
民
設
民
営
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
対
し
て
、
保
育
料
の
一
律
化
や
減
免
等
に

つ
い
て
、
統
一
が
図
ら
れ
る
よ
う
協
力
要
請

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
知
的
財
産
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て 

●
ス
ク
ー
ル
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ

　
い
て 

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
考
え
方
に
つ
い
て 

 

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

質  

問 

       

質
問
　
　
地
域
で
暮
ら
す
障
害
者
の
よ
り
良

い
生
活
と
社
会
参
加
の
推
進
に
向
け
て
、
総

合
的
な
生
活
支
援
を
行
う
事
業
を
本
市
で
も

進
め
て
い
ま
す
が
、
障
害
を
持
つ
家
族
が
い

る
世
帯
に
は
、
福
祉
車
両
購
入
に
つ
い
て
生

活
へ
の
大
き
な
負
担
と
、
先
行
き
不
安
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
福
祉
車
両
等
の
補
助
に

つ
い
て
、
毎
年
の
申
請
及
び
補
助
金
額
は
ど

の
程
度
か
お
聞
き
し
た
い
。 

　
ま
た
、
買
い
か
え
時
の
対
応
に
つ
い
て
、

介
護
用
車
両
の
購
入
費
補
助
は
一
回
だ
け
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
考
え

を
お
伺
い
し
た
い
。 

市
　
長
　
福
祉
車
両
等
の
補
助
に
は
、
障
害

者
自
動
車
改
造
費
用
の
補
助
と
介
護
用
車
両

の
購
入
費
補
助
の
二
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
障
害
者
自
動
車
改
造
費
用
の
補
助
制
度
は
、

自
動
車
の
手
動
装
置
等
の
改
造
を
行
う
場
合

の
改
造
経
費
に
対
し
て
十
万
円
を
限
度
に
補

助
す
る
も
の
で
、
件
数
等
は
平
成
十
七
年
度

は
六
件
で
四
十
七
万
六
千
四
百
円
、
平
成
十

八
年
度
は
現
在
二
件
で
二
十
万
円
で
す
。 

　
介
護
用
車
両
の
購
入
費
補
助
は
、
改
造
費

の
う
ち
百
万
円
を
限
度
に
三
分
の
二
を
補
助

す
る
も
の
で
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
件
数

等
は
、
平
成
十
七
年
度
は
五
件
で
百
四
十
四

万
三
千
円
、
平
成
十
八
年
度
は
現
在
ま
で
申

請
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害
者
の
方
は
、

平
成
十
七
年
度
は
十
一
件
で
三
百
二
十
五
万 

四
千
円
、
平
成
十
八
年
度
は
現
在
二
件
で
九 

              

十
八
万
九
千
円
で
す
。 

　
次
に
、
買
い
か
え
時
へ
の
対
応
は
、
障
害

者
自
動
車
改
造
費
用
の
補
助
は
、
現
在
、
県

の
事
業
で
す
が
、
十
月
か
ら
市
が
実
施
主
体

と
な
り
ま
す
。
県
の
制
度
で
は
、
五
年
経
過

後
の
買
い
か
え
は
補
助
対
象
で
す
の
で
、
同

様
の
内
容
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
介
護
用
車
両
の
購
入
費
補
助
は
、

現
在
、
県
の
制
度
に
よ
り
一
世
帯
一
台
限
り

で
す
が
、
今
後
、
県
に
働
き
か
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
東
部
地
域
へ
の
商
業
複
合
施
設
の
進
出
に 

　
つ
い
て 

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く 

　
り
に
つ
い
て 

福
祉
車
両
等
の
補
助

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

市  

長 

●

●●●●

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

佐
　
藤
　
幸
　
夫 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

小
　
暮
　
利
　
明 

保育料一律化の考えは 

一般質問 一般質問 
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福祉車両等の補助についての対応は 



●

●●●●

       

質
問
　
　
産
業
遺
産
と
は
近
代
産
業
の
形
成

と
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
施
設
、

建
築
物
、
設
備
な
ど
の
物
的
資
料
を
総
称
す

る
も
の
で
す
。
地
域
住
民
に
は
こ
れ
ら
を
、

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
具
現
化
す

る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
継
承
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
を
誇

り
に
思
い
、
大
切
に
し
て
い
く
思
想
で
す
。 

　
境
島
村
は
養
蚕
で
国
内
外
を
先
導
し
た
幕

末
か
ら
昭
和
三
十
年
代
に
建
て
ら
れ
た
養
蚕

家
屋
を
初
め
、県
内
最
古
の
島
村
教
会
、空
っ

風
か
ら
母
屋
を
守
る
緑
の
樫
ぐ
ね
、
利
根
川

の
洪
水
を
防
ぐ
石
垣
な
ど
、
歴
史
的
価
値
の

高
い
財
産
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
資
産
リ
ス
ト
の
作
成
や
、
維
持
・

保
全
す
べ
き
資
産
の
登
録
文
化
財
制
度
へ
の

登
録
等
の
手
順
が
望
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
産

業
遺
産
の
活
用
に
向
け
た
行
政
・
企
業
・
民

間
団
体
・
住
民
か
ら
な
る
協
同
組
織
の
形
成

に
よ
る
取
り
組
み
、
ま
た
、
地
域
活
性
化
・

観
光
活
用
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
必

要
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。 

市
　
長
　
養
蚕
家
屋
群
が
作
り
出
す
景
観
は
、

境
島
村
の
皆
さ
ん
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
も
将
来
に
継
承
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
、
ぐ
ん
ま
島

村
蚕
種
の
会
が
設
立
さ
れ
、
境
島
村
の
歴
史

を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
本
年
七
月
か
ら
郷

土
の
歴
史
や
養
蚕
業
な
ど
の
学
習
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
、
養
蚕
家
屋
群
の
基
礎
調
査

も
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
本
市
と
し
て
も
、
島
村
教
会
の
保
存
に
向

け
て
調
査
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
ぐ
ん
ま
島
村
蚕
種
の
会
や
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
産
業
遺
産
の
保
存
策

を
講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
境
島
村
の
養
蚕
家
屋
群
を
初
め
と

す
る
歴
史
遺
産
の
基
礎
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
に
生
か
せ
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て 

●
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
戦
略
的
取
り

　
組
み
に
つ
い
て 

●
境
町
駅
の
橋
上
化
に
つ
い
て 

 
産
業
遺
産
活
用
に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

       

質
問
　
　
土
地
政
策
は
産
業
の
活
性
化
、
住

環
境
、
都
市
間
競
争
、
税
収
等
の
面
か
ら
、

行
政
の
最
優
先
課
題
と
思
料
さ
れ
ま
す
。 

　
現
在
、
当
市
の
土
地
利
用
計
画
は
四
区
域

に
分
か
れ
て
お
り
、
一
つ
の
自
治
体
に
四
つ

の
土
地
行
政
が
存
在
す
る
こ
と
は
不
自
然
で

あ
り
、
不
公
平
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
市
民

か
ら
も
疑
問
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
安
心
し
て
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
農
工
商
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
し
、
実
行
し
て

い
く
上
に
お
い
て
、
公
正
公
平
な
都
市
計
画

決
定
及
び
見
直
し
を
図
り
、
総
合
的
、
一
体

的
な
土
地
利
用
計
画
の
策
定
が
早
く
望
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
所
見
を
お
伺
い
し

た
い
。 

市
　
長
　
本
市
で
は
、
合
併
に
よ
り
四
つ
の

都
市
計
画
区
域
が
並
存
し
、
線
引
き
の
行
わ

れ
て
い
な
い
一
部
の
地
域
で
は
、
開
発
が
急

速
に
進
み
、
無
秩
序
な
市
街
化
な
ど
が
起
こ

り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
都
市
環
境

整
備
に
際
し
て
の
行
政
負
担
の
増
加
や
、
生

活
環
境
の
保
全
、
維
持
等
に
課
題
を
残
す
こ

と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
取
り
組
み
は
、
二
十
万
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
一
体
性
の
あ
る
都
市
づ
く
り
に
向

け
た
、
適
切
な
土
地
利
用
の
誘
導
に
よ
る
活

力
あ
る
都
市
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
市
内
全
域
を
線
引

き
区
域
と
し
、
居
住
環
境
の
保
全
や
自
然
環 

              

境
と
の
調
和
、
計
画
的
な
土
地
利
用
の
誘
導

等
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
線
引
き
は
早
期
の
実
施
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
合
併
協
議
で
の
経
緯
や
総
合
計
画
の

方
針
、現
在
策
定
中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
方
針
等
を
踏
ま
え
、
各
種
の
調
査
、

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
線
引
き
、
非
線
引
き
に
よ
る
土
地

利
用
の
地
域
間
格
差
の
是
正
を
土
地
利
用
政

策
の
重
要
な
柱
と
位
置
づ
け
、
市
街
化
調
整

区
域
の
開
発
許
可
要
件
の
緩
和
や
、
非
線
引

き
区
域
の
土
地
利
用
規
制
に
つ
い
て
速
や
か

な
対
応
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
環
境
政
策
に
つ
い
て 

●
水
道
事
業
に
つ
い
て 

土
地
政
策
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

9月7日、8日に一般質問が行われました

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

斎
　
藤
　
　
　
優 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

原
　
　
　
　
　
智 

◆◆◆ 市議会いせさき 平成18年10月16日 

産業遺産保存への対応は 

土地利用についての考えは 
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市
立
中
等
教
育
学
校
が
、
二
〇
〇

八
年
四
月
に
開
校
す
る
と
の
方
針
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
残
さ
れ
た
期
間
は
一
年
半
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
方
法
で
情

報
提
供
を
行
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。 

　
次
に
、
既
存
中
学
校
へ
の
影
響
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
、
今
後
の
市
立
高

校
の
募
集
や
、
校
舎
、
教
室
等
の
確
保
に
つ

い
て
も
伺
い
た
い
。 

　
次
に
、
選
抜
の
方
法
、
ま
た
、
転
校
生
の

扱
い
や
寮
制
度
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き

し
た
い
。 

教
育
長
　
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
市
立
伊

勢
崎
高
校
の
生
徒
及
び
保
護
者
を
初
め
、
区

長
会
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
に
対
し
て
、
中

高
一
貫
教
育
の
意
義
や
特
色
に
つ
い
て
説
明

し
、
周
知
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
そ

こ
で
の
意
見
を
教
育
内
容
の
充
実
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
県
内
の
児
童
・
生
徒
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
立
中
等
教
育
学

校
の
設
置
に
よ
る
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
の
市
立
高
校
の
募
集
は
、

平
成
二
十
二
年
度
入
学
者
ま
で
行
う
予
定
で

す
が
、
中
等
教
育
学
校
設
置
の
進
捗
状
況
に

応
じ
て
、
弾
力
的
に
検
討
し
た
い
。
教
室
等

は
、
現
在
の
市
立
高
校
の
施
設
を
有
効
活
用

し
、
必
要
な
用
地
の
取
得
や
施
設
整
備
の
規

模
等
の
内
容
は
、
さ
ら
に
協
議
、
検
討
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
入
学
者
選
抜
に
際
し
て
は
、
受
験
競
争
の

低
年
齢
化
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
高
校

入
試
の
よ
う
な
学
力
試
験
は
行
わ
ず
、
面
接

や
作
文
、
適
性
検
査
等
を
実
施
し
、
入
学
者

を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
転
校
生
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
中
等
教

育
学
校
は
、
中
高
一
貫
の
六
年
制
の
学
校
で

あ
り
、
原
則
と
し
て
中
途
で
の
転
校
等
は
想

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
寮
制
度
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
・
運
営
等
の
面
で
課

題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
導
入
を
見
合
わ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

●
農
業
政
策
に
つ
い
て 

 

 

中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て

質  

問 

       

質
問
　
　
過
日
、
下
諏
訪
公
民
館
に
お
い
て
、

地
元
住
民
を
対
象
に
、
北
部
環
状
線
の
前
橋

館
林
線
か
ら
足
利
伊
勢
崎
線
ま
で
の
区
間
に

つ
い
て
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
足
利

伊
勢
崎
線
か
ら
伊
勢
崎
桐
生
線
ま
で
に
つ
い

て
も
上
諏
訪
地
区
の
住
民
に
対
し
説
明
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
の
完
成
時
期
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。 

　
次
に
、
市
立
高
校
の
北
方
に
伊
勢
崎
警
察

署
、
福
島
病
院
な
ど
が
移
転
さ
れ
る
予
定
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
国

道
四
百
六
十
二
号
の
渋
滞
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
道
は
市
中
心
部
か
ら
伊
勢
崎
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
通
じ
る
最
も
重
要
な
道
で
あ
り
、

渋
滞
回
避
の
た
め
に
も
早
急
に
北
部
環
状
線

を
東
に
延
ば
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
考

え
を
お
伺
い
し
た
い
。 

市
　
長
　
市
内
に
は
、
多
く
の
都
市
計
画
道

路
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
計
画
決

定
後
か
な
り
の
期
間
が
経
過
し
、
事
業
化
が

な
さ
れ
て
い
な
い
区
間
も
あ
り
ま
す
。 

　
北
部
環
状
線
は
、
市
の
内
環
状
線
を
構
成

す
る
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
放
射
線
状
に

伸
び
る
主
要
地
方
道
と
の
交
通
処
理
機
能
を

担
い
、
地
区
間
の
重
要
な
連
絡
軸
と
し
て
計

画
的
に
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
前
橋
館
林
線
か
ら
足
利
伊
勢

崎
線
ま
で
の
道
路
詳
細
設
計
を
実
施
し
、
更

に
足
利
伊
勢
崎
線
か
ら
伊
勢
崎
桐
生
線
ま
で

の
路
線
測
量
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

              

　
完
成
時
期
に
つ
い
て
、
前
橋
館
林
線
か
ら

足
利
伊
勢
崎
線
ま
で
は
、
用
地
買
収
に
向
け

た
測
量
や
不
動
産
鑑
定
な
ど
を
実
施
し
、
概

ね
平
成
二
十
三
年
度
の
完
成
を
目
指
し
整
備

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
足
利
伊
勢
崎
線

か
ら
伊
勢
崎
桐
生
線
は
、
道
路
詳
細
設
計
を

発
注
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
早
期
に
本
格

的
な
事
業
実
施
が
図
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

　
伊
勢
崎
桐
生
線
か
ら
国
道
四
百
六
十
二
号

ま
で
の
区
間
は
、
住
宅
密
集
地
や
跨
線
橋
が

必
要
に
な
る
等
、
事
業
化
へ
の
条
件
が
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
地
域
の
都
市
整
備
の
核
と

な
る
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画
決
定
に
基
づ
き

整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
野
良
猫
対
策
に
つ
い
て 

北
部
環
状
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

質  

問 

教
育
長 

市  

長 

●●●●●

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

小
谷
原
　
達
　
夫 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

羽
　
鳥
　
基
　
宏 

市立中等教育学校についての考えは 

一般質問 一般質問 
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北部環状線の整備計画の状況は 



●●

       

質
問
　
　
環
境
教
育
の
根
本
は
、
知
識
を
詰

め
込
む
た
め
だ
け
の
教
育
・
学
習
で
は
な
く
、

他
人
の
考
え
方
や
見
聞
き
し
た
現
象
を
鵜
呑

み
に
せ
ず
、
自
分
の
頭
で
、
科
学
的
、
論
理

的
な
方
法
で
考
え
る
、
い
わ
ゆ
る
批
判
的
思

考
と
い
う
考
え
方
を
身
に
付
け
、
主
体
的
な

判
断
の
基
で
行
動
す
る
、
自
立
し
た
市
民
に

な
る
事
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
市
の

環
境
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。 

　
次
に
、
伊
勢
崎
市
環
境
基
本
計
画
に
あ
る
、

環
境
保
全
活
動
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
、
そ

の
機
能
を
担
う
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
ま
た
、

環
境
教
育
に
お
け
る
担
当
部
局
の
明
確
化
の

考
え
か
ら
、
環
境
部
を
初
め
、
学
校
、
生
涯

学
習
、
公
園
緑
地
な
ど
、
環
境
に
関
わ
る
多

く
の
担
当
部
局
の
連
携
に
つ
い
て
お
聞
き
し

た
い
。 

市
　
長
　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
の
発
達
段
階
に
即
し
、
各
教
科
や
総
合

的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
環
境
に
関
す
る
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
、
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
化
、
節
水
な
ど
の
調

べ
学
習
や
、
緑
の
少
年
団
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の
体
験
活
動
。
中

学
校
で
は
、
広
瀬
川
・
蛇
川
・
利
根
川
な
ど

の
水
質
調
査
、
酸
性
雨
、
地
球
温
暖
化
な
ど

の
調
べ
学
習
や
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
省
エ

ネ
活
動
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ア
ル
ミ
缶
回
収
な

ど
特
色
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
環
境

学
習
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
し
て
、

せ
せ
ら
ぎ
公
園
、
御
嶽
山
自
然
の
森
公
園
、

市
民
の
も
り
公
園
な
ど
を
活
用
し
た
、
自
然

体
験
型
の
学
習
の
場
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
や
、
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

や
伊
勢
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
施
設
見
学
を

通
し
て
の
環
境
学
習
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
を
活
用
し
、
環
境
に
つ
い
て
の
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
担
当
部
局
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

助
役
、
各
部
長
か
ら
な
る
環
境
調
整
会
議
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
会
議
に
お
い
て
調

整
や
連
携
を
図
り
、
市
と
し
て
統
一
性
の
あ

る
施
策
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

●
公
園
設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て 

●
教
育
関
連
部
局
の
移
管
に
つ
い
て 

 
環
境
行
政
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

       

質
問
　
　
市
内
に
は
多
く
の
公
園
が
あ
り
、

国
定
公
園
な
ど
、
合
併
後
に
完
成
し
た
公
園

も
あ
る
が
、
今
ま
で
波
志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ

い
公
園
と
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
公
園
の
名

称
を
、
合
併
記
念
公
園
と
す
る
必
要
性
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
公
園
の

造
成
の
現
状
は
、
人
為
的
造
形
物
と
し
て
造

ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
整
備
具
合
を
も
考
え

た
時
、
環
境
ふ
れ
あ
い
と
の
整
合
性
が
乏
し

い
が
、
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。 

　
次
に
、
地
方
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー

ク
は
、
破
綻
、閉
園
な
ど
、経
営
不
振
に
陥
っ

た
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
。
華
蔵
寺
公
園

は
四
十
数
年
の
歳
月
と
多
く
の
費
用
を
投
入

し
て
市
民
に
な
じ
ん
だ
公
園
で
す
。
本
市
に

は
焼
却
場
の
廃
炉
の
解
体
等
、
ほ
か
に
先
に

や
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
、
な
ぜ
観

覧
車
が
波
志
江
沼
に
必
要
な
の
か
お
聞
き
し

た
い
。 

市
　
長
　
こ
の
公
園
は
、
全
国
都
市
緑
化
ぐ

ん
ま
フ
ェ
ア
の
会
場
と
し
て
、
ま
た
、
北
関

東
自
動
車
道
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
近
接
し

た
総
合
公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、

二
十
万
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や
交
流
等
に

役
立
つ
、
新
た
な
都
市
の
誕
生
記
念
に
ふ
さ

わ
し
い
施
設
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

本
公
園
は
波
志
江
沼
を
活
用
し
、
自
然
と
の

触
れ
合
い
の
場
や
、
良
好
な
都
市
景
観
を
形

成
し
、
都
市
環
境
を
改
善
す
る
緑
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

              

護
岸
整
備
に
は
、
微
生
物
を
活
用
し
て
水
の 

浄
化
に
役
立
つ
石
積
み
護
岸
を
採
用
し
、
自

然
を
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
体
験
が

で
き
る
公
園
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
新
た
な
観
覧
車
に
つ
い
て
は
、
華

蔵
寺
公
園
の
ひ
ま
わ
り
は
移
設
後
二
十
一
年

が
経
過
し
、
こ
の
後
継
と
し
て
、
ま
た
、
合

併
後
初
め
て
行
わ
れ
る
大
き
な
事
業
で
あ
る

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
会
場
と
し
て
の
こ

の
公
園
に
、
市
民
の
心
を
一
つ
に
結
ぶ
新
し

い
伊
勢
崎
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
オ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て 

●
担
い
手
支
援
対
策
に
つ
い
て 

●
中
等
教
育
学
校
に
つ
い
て 

波
志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ
い

公
園
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

伊
勢
崎
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

臂
　
　
　
泰
　
雄 

新
生
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

田
　
村
　
幸
　
一 

◆◆◆ 市議会いせさき 平成18年10月16日 

環境保全活動の拠点づくりは 

観覧車についての考えは 
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支
所
機
能
に
つ
い
て
は
市
民
の
皆

様
も
一
緒
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
合
併
時
に
強
調
し
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
落
と
さ
な
い
と
い
う
意
味
に
お

い
て
、
今
の
状
況
は
い
か
が
な
も
の
か
。
支

所
が
で
き
る
だ
け
の
機
能
を
持
っ
て
、
例
え

ば
小
さ
い
予
算
で
も
い
い
か
ら
支
所
の
権
限

は
支
所
に
与
え
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
住

民
自
治
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
考
え
を

お
聞
き
し
た
い
。 

市
　
長
　
合
併
に
よ
る
行
政
効
率
化
を
進
め
、

円
滑
な
市
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

支
所
の
重
要
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
本
庁

へ
の
一
定
程
度
の
機
能
の
集
中
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
市
役
所
全
体
の
機
能
を

検
討
す
る
中
で
、
窓
口
機
能
を
中
心
に
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
柔

軟
で
迅
速
な
対
応
な
ど
支
所
機
能
の
充
実
に

も
つ
な
が
る
よ
う
な
方
策
を
見
出
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
地
方
分
権
の
も
と
、
対
等
新
設
合
併
し
一

　
年
八
カ
月
。
こ
の
間
、
何
を
基
本
と
し
て

　
運
営
さ
れ
て
来
た
か
。
今
日
に
至
り
よ
か

　
っ
た
こ
と
、
反
省
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に

　
つ
い
て 

●
対
等
合
併
の
旗
印
で
あ
っ
た
が
、
今
日
に 

　
至
り
、
吸
収
合
併
、
旧
伊
勢
崎
方
式
と
の

　
声
が
大
で
あ
る
が
、
旧
市
部
・
旧
郡
部
の

　
温
度
差
は
ど
う
か 

●
主
権
在
民
を
根
幹
に
、
本
市
の
住
民
自
治

　
を
ど
の
よ
う
な
方
向
、
そ
し
て
将
来
に
向

　
か
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
か
。
市
民
が

　
関
心
を
少
し
で
も
こ
れ
以
上
持
っ
て
も
ら

　
え
る
か
を
問
う 

●
合
併
時
に
強
調
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
落
と
さ

　
な
い
と
し
た
が
、
今
日
に
至
り
、
ど
う
と

　
ら
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て

　
も
問
う 

●
法
定
協
の
柱
と
も
言
え
る
新
市
建
設
計
画

　
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
進
行
し
て
い
る
か
。

　
合
併
債
の
整
合
性
に
つ
い
て 

●
市
長
の
描
い
て
い
る
県
央
二
十
万
都
市
を
、 

　
日
本
一
に
す
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
健

　
全
な
二
十
万
都
市
を
語
っ
て
く
だ
さ
い 

 

 

支
所
に
つ
い
て
、機
能
そ
し
て

今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

ま
た
、本
庁
一
局
集
中
か
　

質  

問 

       

質
問
　
　
こ
こ
数
年
、
異
常
気
象
が
頻
発
し
、

そ
の
主
た
る
原
因
は
地
球
温
暖
化
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
環
境
基
本
計

画
を
策
定
し
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
と

進
捗
状
況
を
お
伺
い
し
た
い
。 

　
ま
た
、
温
暖
化
解
決
の
た
め
に
は
、
化
石

燃
料
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
更
を
図

る
べ
き
時
だ
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
は
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
油
糧
作
物

栽
培
で
、
百
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
の
農
作
業

に
必
要
な
燃
料
を
供
給
で
き
、
農
家
は
助
成

金
な
し
で
十
ア
ー
ル
当
た
り
八
万
円
と
な
り
、

米
作
に
匹
敵
す
る
収
入
が
見
込
ま
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
遊
休
農
地
に
景
観
作
物
と

し
て
菜
の
花
や
ヒ
マ
ワ
リ
を
栽
培
し
、
地
域

の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
環
境
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
考

え
を
お
聞
き
し
た
い
。 

市
　
長
　
地
球
温
暖
化
問
題
は
、
予
防
原
則

に
よ
り
、
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
り
、
市
は
そ
の
原
則
に
基
づ
き
、

省
エ
ネ
、
省
資
源
を
中
心
に
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
に
策
定
し
た
地
球

温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
に
、
全
市
域
で

温
室
効
果
ガ
ス
を
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
、

平
成
十
六
年
度
と
比
較
し
て
五
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
す
る
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
ま
た
、
市

役
所
に
つ
い
て
も
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
を
策
定
し
、
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

              

　
次
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
環

境
基
本
計
画
に
よ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
施
設

の
増
加
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
公
用
車
に
つ
い
て
は
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

や
天
然
ガ
ス
車
な
ど
の
導
入
を
行
っ
て
い
ま

す
。
休
耕
田
や
遊
休
農
地
で
栽
培
し
た
菜
種

油
を
利
用
し
た
後
の
廃
油
な
ど
か
ら
作
っ
た

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
利
用
す
る
公
用
車
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
石
油
依
存
を
減
ら
し
、
温

暖
化
対
策
に
つ
な
が
る
の
で
、
先
進
事
例
を

参
考
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
補
助
金
・
交
付
金
の
一
元
化
に
つ
い
て 

●
公
衆
街
路
灯
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

●
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

環
境
行
政
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

市  

長 

●●●●●

新
生
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　 

田
　
島
　
喜
　
八 

公
　
明
　
党 

　
　
　
　 

大
　
嶋
　
秀
　
明 

支所機能の考えは 

一般質問 一般質問 
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自然エネルギー利用の環境対策は 



●

●●●●　

●●●●

       

質
問
　
　
内
閣
府
が
発
表
し
た
、
子
ど
も
の

防
犯
に
関
す
る
特
別
世
論
調
査
で
、
四
人
に

三
人
が
、
子
ど
も
が
犯
罪
被
害
に
遭
う
の
で

は
な
い
か
と
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
シ
ル
バ
ー
の

方
々
を
中
心
に
、
子
ど
も
の
登
下
校
の
見
守

り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現

状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。 

　
次
に
、
児
童
虐
待
に
つ
い
て
、
改
正
児
童

虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
た
後
も
、
し
つ
け

と
い
う
名
の
暴
力
を
繰
り
返
す
親
や
、
子
ど

も
時
代
に
虐
待
を
受
け
、
自
分
の
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
に
虐
待
行
為
を
繰
り
返

し
、
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
本
市
の
児
童
虐
待
の
現
状
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。 

市
　
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
状
況
は
、
各
地
区

公
民
館
を
拠
点
と
し
、
区
長
会
を
初
め
各
種

団
体
で
組
織
す
る
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協

議
会
を
設
置
し
、
車
や
徒
歩
な
ど
に
よ
る
昼

夜
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老

人
ク
ラ
ブ
や
防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
員

な
ど
に
よ
る
見
守
り
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
群
馬
伊
勢
崎
商

工
会
加
盟
の
会
社
に
も
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
開
始
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
対
応
は
、
特
に
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

に
よ
る
登
下
校
時
で
の
見
守
り
は
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
効
果
的
な
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
反
射
ベ
ス
ト
な
ど
の
装
備
品
支

給
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
や
企
業
と
協
働
し
、
防
犯
体
制
の

充
実
強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
本
市
の
平
成
十
七
年
度
の
児
童
相

談
件
数
は
百
七
十
四
件
で
、
児
童
虐
待
に
関

す
る
相
談
件
数
は
四
十
件
で
し
た
。 

　
取
り
組
み
状
況
は
、
家
庭
児
童
相
談
室
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
二
人
に
増
員
、
伊
勢
崎

市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
新

市
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
体
制
と
し
、
地
区

別
の
個
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置
や
巡
回
家

庭
児
童
相
談
等
を
開
始
し
、
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
や
早
期
対
応
、
発
生
防
止
等
を
図
っ

て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問 

●
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て 

●
少
子
化
対
策
に
つ
い
て 

 
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

       

質
問
　
　
南
部
第
三
工
業
団
地
に
お
け
る
廃

棄
物
処
理
施
設
の
計
画
は
、
県
の
分
譲
し
た

工
業
団
地
に
お
い
て
、
十
年
間
の
特
約
期
間

が
切
れ
た
の
を
期
に
転
売
さ
れ
、
購
入
し
た

廃
棄
物
処
理
業
者
が
処
理
施
設
を
計
画
し
て

い
る
も
の
で
す
。
地
域
の
農
家
が
工
業
団
地

と
し
て
産
業
の
振
興
に
協
力
し
た
も
の
が
、

い
つ
の
間
に
か
心
配
な
施
設
に
転
用
さ
れ
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
の
協
力
を
裏
切

る
も
の
で
あ
り
、
団
地
造
成
に
つ
い
て
斡
旋

し
た
市
も
そ
の
責
任
を
感
じ
る
べ
き
で
す
。

こ
の
工
業
団
地
造
成
や
工
場
進
出
、
ま
た
、

そ
の
後
に
お
け
る
市
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
お
聞
き
し
た
い
。 

　
市
長
に
対
し
て
、
一
万
人
を
超
え
る
住
民

か
ら
建
設
に
反
対
す
る
要
望
書
が
届
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
住
民
の
声
を

受
け
て
強
力
に
県
に
対
し
て
、
処
理
場
建
設

を
認
め
な
い
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。 

市
　
長
　
南
部
第
三
工
業
団
地
は
、
地
元
の

要
望
に
よ
り
、
市
が
団
地
造
成
を
県
に
対
し

て
陳
情
し
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

南
部
第
三
工
業
団
地
に
進
出
し
た
企
業
に
対

し
て
は
、
特
別
な
優
遇
処
置
等
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

　
八
月
二
十
一
日
に
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
阻
止
市

民
の
会
か
ら
、
建
設
反
対
の
一
万
四
千
七
百

二
十
四
人
の
署
名
を
添
え
た
陳
情
が
あ
り
ま 

              

し
た
。
施
設
の
設
置
許
可
は
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
県
が

行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
県
で
は
同
法
で
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
設
置
者
と
地
域
住

民
と
の
合
意
形
成
手
続
の
適
正
化
等
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
群
馬
県
廃
棄
物
処
理

施
設
の
事
前
協
議
等
に
関
す
る
規
程
を
定
め

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
県
に
対
し
て
市

民
か
ら
の
建
設
反
対
の
陳
情
が
あ
っ
た
こ
と

と
、
民
意
を
尊
重
し
て
地
域
住
民
と
の
合
意

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
事
前
協
議
規
程
に
基
づ

い
た
対
応
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
市
民
参
加
に
つ
い
て 

●
委
託
契
約
に
つ
い
て 

●
生
活
保
護
に
つ
い
て 

廃
棄
物
処
理
施
設

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

公
　
明
　
党 

　
　
　
　 

阿
久
津
　
尚
　
子 

日
本
共
産
党
議
員
団 

　
　
　
　 

北
　
島
　
元
　
雄 

◆◆◆ 市議会いせさき 平成18年10月16日 

防犯に対する考えは 
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質
問
　
　
団
塊
世
代
が
高
齢
期
を
迎
え
、
本

市
の
高
齢
化
は
刻
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
政
策
、
方
策
の
立
案
は
、
市
民
全

て
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え
る
上
で
緊

急
の
政
策
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、
高
齢
化
社

会
に
対
す
る
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。 

　
高
齢
期
を
夫
婦
や
一
人
で
過
ご
す
時
期
が

長
く
な
り
、
大
き
す
ぎ
る
戸
建
持
家
は
、
高

齢
世
帯
に
と
っ
て
持
て
余
し
気
味
と
い
う
観

点
か
ら
生
ま
れ
た
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
高

齢
者
が
居
住
す
る
住
宅
や
土
地
な
ど
を
担
保

と
し
て
、
一
括
ま
た
は
年
金
の
形
で
定
期
的

に
融
資
を
受
け
取
り
、
利
用
者
の
死
亡
、
転

居
、
相
続
な
ど
で
契
約
が
終
了
し
た
と
き
に
、

担
保
不
動
産
を
処
分
し
、
返
済
す
る
制
度
で

す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
住
み

な
れ
た
地
域
社
会
で
、
可
能
な
限
り
自
立
し

て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
高
齢
者
の
自

立
支
援
策
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。 

市
　
長
　
当
市
で
は
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に

向
け
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
へ
の
支
援
、
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の

整
備
・
充
実
を
三
つ
の
柱
と
し
た
施
策
を
考

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
支
援
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
就
業
支
援
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
孤
立
感
の
解
消
と
介
護
予
防
の
た
め
、

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
充
実
、
介
護

保
険
施
設
の
計
画
的
整
備
の
推
進
で
す
。 

　
次
に
、
高
齢
者
の
多
く
は
介
護
を
必
要
と

し
な
い
元
気
な
高
齢
者
で
す
。
こ
う
し
た
元

気
な
高
齢
者
が
生
涯
学
習
活
動
や
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
生

き
が
い
や
目
標
を
持
っ
て
自
己
実
現
を
図
れ

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
長
期
生
活
支
援
資
金
制
度
は
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
利
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
低

所
得
高
齢
者
の
自
立
支
援
の
た
め
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
る
中
で
本
制
度
の
周
知
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

●
多
選
自
粛
条
例
に
つ
い
て 

●
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

●
中
高
一
貫
校
に
つ
い
て 

 

 

高
齢
化
社
会
政
策

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

質  

問 

市  

長 

              

　
基
本
構
想
の
概
要
は
、
新
し
い
伊
勢
崎
の

一
体
性
を
確
か
な
も
の
と
し
、
市
民
と
行
政

が
連
携
し
て
歩
ん
で
い
く
本
市
の
方
向
性
を

示
す
も
の
で
、
目
標
と
す
る
将
来
都
市
像
を

掲
げ
、
実
現
す
る
た
め
の
基
本
戦
略
及
び
基

本
政
策
を
定
め
る
も
の
で
す
。 

    

　
平
成
十
八
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て
は
記
名
投
票
が

行
わ
れ
、
賛
成
二
十
五
票
、
反
対
八
票
で
可

決
し
ま
し
た
。 

   

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て 

　
狩
野
　
都
氏
（
市
場
町
二
丁
目
） 

　
井
田
　
明
氏
（
香
林
町
二
丁
目
） 

そ
の
他
の
議
案 

 

▼
平
成
十
八
年
度
伊
勢
崎
市
下
水
道
事
業
費 

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
の
専
決 

　
処
分
の
承
認
に
つ
い
て 

▼
伊
勢
崎
市
あ
ず
ま
ホ
ー
ル
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
図
書
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

　
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
福
祉
作
業
所
条
例
の
一
部
を
改 

　
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
文
化
会
館
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条 

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部 

　
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一 

　
部
を
改
正
す
る
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
公
共
下
水
道
使
用
料
等
審
議
会 

　
条
例 

▼
伊
勢
崎
市
民
病
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

▼
羽
黒
終
末
処
理
場
電
気
設
備
更
新
工
事（
運

　
転
操
作
設
備
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　
て 

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て 

▼
災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動 

　
車
の
取
得
に
つ
い
て 

▼
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変 

　
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

▼
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て 

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

報
告
事
項 

人

事

関

係

議

案 
そ

の

他

の

議

案 

伊
勢
崎
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の 

策
定
に
つ
い
て 

成
立
し
た
議
案 

成
立
し
た
議
案 

　
今
回
の
定
例
会
で
成
立
し
た
市
長

提
出
議
案
は
、
平
成
十
七
年
度
決
算

認
定
十
四
件
、
条
例
関
係
十
件
、
平

成
十
八
年
度
補
正
予
算
八
件
、
人
事

関
係
二
件
、
そ
の
他
八
件
の
合
わ
せ

て
四
十
二
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

平
成
十
八
年
度
伊
勢
崎
市 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
） 

正
論
の
会 

　
　
　
　 

伊
　
藤
　
純
　
子 

高齢化社会へ向けた環境づくりは 

一般質問 一般質問 
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●●●

  
▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と 

　
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
件 

▼
平
成
十
七
年
度
伊
勢
崎
市
土
地
開
発
基
金 

　
運
用
状
況
報
告
に
つ
い
て 

▼
平
成
十
七
年
度
伊
勢
崎
市
美
術
品
等
取
得 

　
基
金
運
用
状
況
報
告
に
つ
い
て 

 

請
願
の
審
査
状
況 

 

文
教
福
祉
委
員
会
付
託 

●
教
育
基
本
法
「
改
正
」
法
案
の
廃
案
を
求 

　
め
る
意
見
書
の
採
択
と
教
育
基
本
法
の
理 

　
念
を
学
校
と
社
会
に
生
か
す
こ
と
を
求
め 

　
る
請
願
（
閉
会
中
継
続
審
査
） 

 

陳
情
の
処
理
状
況 

 

文
教
福
祉
委
員
会
送
付 

●
中
国
に
お
け
る
法
輪
功
学
習
者
の
臓
器
摘 

　
出
の
実
態
調
査
を
求
め
る
陳
情 

経
済
市
民
委
員
会
送
付 

●
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
新
設
に
関
す
る
陳 

　
情 

   

　
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
等
の
合
わ
せ
て
十
四
件
の
決
算
認
定
に
つ

い
て
は
、
九
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
の
審
査
は
、
十
一
日
及
び
十
二

日
に
行
わ
れ
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
款
ご

と
に
、
特
別
会
計
等
に
つ
い
て
は
一
件
ず
つ

順
次
質
疑
を
行
い
、
さ
ら
に
、
決
算
全
般
に

対
す
る
総
括
質
疑
の
後
、
討
論
、
続
い
て
採

決
を
行
い
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

い
ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
審
査
経
過
と
結
果
概
要
に
つ
い
て
は
、

二
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
木
経
明

決
算
特
別
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
順
次
討

論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
認
定
さ

れ
ま
し
た
。 

   

　
平
成
十
七
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
合
併

後
初
の
通
年
予
算
を
編
成
し
た
年
度
で
、
新

し
い
県
央
都
市
の
確
立
の
た
め
、
各
施
策
を

着
実
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
、
新
市
と
し
て

の
第
一
歩
の
執
行
結
果
が
こ
の
決
算
と
な
り

ま
し
た
。 

　
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
に
つ
い
て
、
主

な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

◎
市
税 

・
固
定
資
産
税
額
の
前
年
度
比
較
に
お
け
る 

　
増
減
の
主
な
要
因
に
つ
い
て 

◎
利
子
割
交
付
金 

・
利
子
割
交
付
金
額
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て 

◎
配
当
割
交
付
金 

・
交
付
金
額
及
び
県
内
に
お
け
る
交
付
順
位

　
に
つ
い
て 

◎
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金 

・
市
内
に
お
け
る
株
式
等
譲
渡
所
得
額
の
推

　
計
に
つ
い
て 

◎
地
方
消
費
税
交
付
金 

・
同
規
模
の
金
額
が
交
付
さ
れ
た
他
の
自
治

　
体
に
つ
い
て 

◎
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金 

・
市
内
ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る
利
用
税
の
推
移

　
に
つ
い
て 

◎
地
方
交
付
税 

・
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
影
響
額
に
つ
い
て 

◎
分
担
金
及
び
負
担
金 

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
料
の
減
免
件
数

　
及
び
減
免
総
額
に
つ
い
て 

◎
使
用
料
及
び
手
数
料 

・
住
宅
使
用
料
の
収
納
率
及
び
今
後
の
考
え

　
方
に
つ
い
て 

◎
国
庫
支
出
金 

・
収
入
未
済
の
内
容
に
つ
い
て 

◎
県
支
出
金 

・
子
育
て
関
係
施
設
緊
急
支
援
事
業
費
補
助

　
金
の
内
容
に
つ
い
て 

◎
財
産
収
入 

・
公
用
車
の
売
却
先
に
つ
い
て 

◎
諸
収
入 

・
庁
用
バ
ス
燃
料
費
等
実
費
徴
収
金
の
内
容 

陳
情
の
処
理
状
況 

請
願
の
審
査
状
況 

決
算
委
員
長
の
報
告 

歳
　
　
　
入 

報

告

事

項

 

平成18年度　各会計補正予算 
（単位：千円） 

会 計 名  補 正 額  補 正 前  補 正 後  

62,015,000 

1,806,861 

17,864,905 

9,239,839 

255,205 

5,054,305 

652,487 

329,073

1,865,787 

29,854 

1,535,109 

236,079 

17,750 

116,350 

6,852 

298

63,880,787 

1,836,715 

19,400,014 

9,475,918 

272,955 

5,170,655 

659,339 

329,371

一般会計（第1号） 

学校給食センター事業費 
（第1号） 

国民健康保険 
（第1号） 

介護保険 
（第1号） 

介護サービス事業費 
（第1号） 

下水道事業費 
（第2号） 

農業集落排水事業費 
（第1号） 

農業共済事業 
（第1号） 

特
　
別
　
会
　
計
　
等 

平
成
十
七
年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定 

平
成
十
七
年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定 

◆◆◆ 市議会いせさき 平成18年10月16日 
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及
び
庁
用
バ
ス
の
貸
出
基
準
に
つ
い
て 

◎
市
債 

・
合
併
特
例
債
に
お
け
る
借
入
先
選
定
に
至

　
る
経
緯
に
つ
い
て 

  

◎
総
務
費 

・
電
子
申
請
に
よ
る
利
用
者
の
向
上
に
つ
い

　
て 

・
随
意
契
約
件
数
及
び
契
約
全
体
に
占
め
る

　
割
合
に
つ
い
て 

・
勧
奨
退
職
者
数
及
び
退
職
金
総
額
に
つ
い

　
て 

◎
民
生
費 

・
民
生
・
児
童
委
員
の
選
出
基
準
に
つ
い
て 

・
生
活
保
護
の
廃
止
の
主
な
理
由
及
び
対
応

　
す
る
職
員
体
制
に
つ
い
て 

◎
衛
生
費 

・
廃
棄
物
処
理
推
進
事
業
に
お
け
る
再
生
工

　
房
の
利
用
率
向
上
の
考
え
に
つ
い
て 

◎
農
林
水
産
業
費 

・
畜
産
振
興
対
策
費
助
成
金
の
減
額
理
由
に 

　
つ
い
て 

◎
商
工
費 

           

           

・
三
和
工
業
団
地
に
お
け
る
企
業
の
進
出
状 

　
況
に
つ
い
て 

◎
土
木
費 

・
野
立
看
板
実
態
調
査
業
務
委
託
料
の
内
容

　
に
つ
い
て 

◎
消
防
費 

・
高
規
格
救
急
車
及
び
救
急
救
命
士
の
配
置

　
状
況
に
つ
い
て 

◎
教
育
費 

・
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
・
生

　
徒
数
に
つ
い
て 

 

小
型
自
動
車
競
走
事
業
費
特
別
会
計 

・
日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
交
付
金
の
延
納 

　
金
額
に
つ
い
て 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別
会
計 

・
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
滞
納
状
況
及
び 

　
そ
の
対
策
に
つ
い
て 

・
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
正
規
職
員
数
及

　
び
臨
時
職
員
数
に
つ
い
て 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

・
国
保
税
の
収
納
率
及
び
収
納
率
の
国
庫
補

　
助
金
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

介
護
保
険
特
別
会
計 

平成17年度　一般会計決算表 
（単位：円） 

歳　　　　　入 

28,006,724,794 

1,663,596,000 

118,786,000 

58,096,000 

73,475,000 

1,842,612,000 

2,770,422 

535,067,000 

869,821,000 

6,887,257,000 

57,606,000 

1,721,092,059 

1,459,791,225 

6,369,751,312 

2,914,400,079 

453,640,054 

8,103,634 

2,235,780,556 

1,956,638,053 

3,061,106,385 

4,639,500,000 

64,935,614,573 

 

579,906,112 

7,560,377,555 

16,962,224,684 

4,344,915,419 

293,327,673 

1,344,514,752 

2,620,429,786 

11,324,199,927 

2,284,476,211 

6,534,943,738 

0 

7,122,232,001 

0 

305,224,163 

61,276,772,021

歳　　　　　出 

款 款 支　出　額 収　入　額 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

労 働 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

予 備 費  

諸 支 出 金  

合 計  

市 税  

地 方 譲 与 税  

利 子 割 交 付 金  

配 当 割 交 付 金  

株式等譲渡所得割交付金 

地 方 消 費 税 交 付 金  

ゴルフ場利用税交付金 

自 動車取得税交付金  

地 方 特 例 交 付 金  

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分 担 金 及 び 負 担 金  

使 用 料 及 び 手 数 料  

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 附 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

市 債  

合 計  

歳
　
　
　
出 

三和工業団地 

高規格救急車 
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・
不
納
欠
損
額
の
内
訳
に
つ
い
て 

下
水
道
事
業
費
特
別
会
計 

・
国
庫
補
助
金
及
び
市
債
の
収
入
未
済
の
内

　
容
に
つ
い
て 

農
業
集
落
排
水
事
業
費
特
別
会
計 

・
農
業
集
落
排
水
建
設
事
業
の
内
容
に
つ
い 

　
て 

水
道
事
業 

・
石
綿
管
の
更
新
状
況
に
つ
い
て 

病
院
事
業 

・
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

・
患
者
数
の
減
少
理
由
に
つ
い
て 

  

　
財
政
運
営
の
基
本
的
姿
勢
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。 

  

　
続
い
て
討
論
に
入
り
、
一
般
会
計
、
小
型

自
動
車
競
走
事
業
費
特
別
会
計
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
に 

つ
い
て
は
北
島
元
雄
委
員
か
ら
反
対
、
斎
藤

優
委
員
か
ら
賛
成
の
そ
れ
ぞ
れ
意
思
表
明
が 

な
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
各
決
算
に
つ
い
て
、
順
次
採
決
を
行
い
、

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
、
小
型
自
動
車
競

走
事
業
費
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別

会
計
、
老
人
保
健
特
別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
費
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
費
特
別

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
費
特
別
会
計
、

水
道
事
業
、
農
業
共
済
事
業
、
病
院
事
業
、

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
及
び
訪
問
看
護
事

業
に
つ
い
て
は
、
委
員
全
員
に
異
議
な
く
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。 

平成17年度決算　一般・特別会計等決算額 
（単位：円） 

歳入決算額 歳出決算額 差引残額 会 計 名  

一般会計 

小型自動車競走事業費 

学校給食センター事業費 

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

介護サービス事業費 

下水道事業費 

農業集落排水事業費 

64,935,614,573 

21,400,483,426 

1,741,568,536 

17,587,842,820 

14,561,001,313 

8,990,666,086 

112,100,925 

4,483,296,114 

628,642,324 

4,077,805,225 

554,646,430 

280,005,427 

11,392,474,786 

1,000,000 

220,444,861 

52,255,201

61,276,772,021 

22,796,160,245 

1,682,232,614 

17,229,625,818 

14,585,467,576 

8,827,845,323 

99,589,627 

4,344,187,369 

593,650,570 

3,841,276,636 

1,453,270,000 

263,814,183 

12,211,342,316 

1,070,975,570 

216,274,173 

60,328,169

3,658,842,552 

△ 1,395,676,819 

59,335,922 

358,217,002 

△ 24,466,263 

162,820,763 

12,511,298 

139,108,745 

34,991,754 

236,528,589 

△ 898,623,570 

16,191,244 

△ 818,867,530 

△ 1,069,975,570 

4,170,688 

△ 8,072,968

収益的 

資本的 

収益的 

収益的 

資本的 

収益的 

収益的 

水道事業 

農業共済事業 

病院事業 

介護老人保健施設事業 

訪問看護事業 

特
　
別
　
会
　
計 

企
　
業
　
会
　
計 

総

括

の

質

疑

 

討

論

の

状

況 
審

査

の

結

果 
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決算特別委員会 
委 員 長  

副委員長 

委 員  

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

本 木 経 明  

大 嶋 秀 明  

定 方 英 一  

　 　 栄 一  

田 島 　 勉  

小 暮 利 明  

斎 藤 　 優  

原 　 　 智  

小谷原　達　夫 

森 田 　 修  

三 好 直 明  

堀 地 和 子  

田 村 陽 子  

北 島 元 雄  

伊 藤 純 子  

藤 見 　 勤  

伊勢崎クラブ 

公 明 党  

伊勢崎クラブ 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

新 生 ク ラ ブ  

〃 

公 明 党  

日本共産党議員団 

正 論 の 会  

平 政 会  

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 
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　義務教育費国庫負担制度については、昭和60年度予算において旅費・教材費に対する国庫負担が廃止さ

れ一般財源化されたことに始まり、以来、恩給費、共済追加用費等の一般財源化が行われており、平成17

年度予算においては、中学校教職員給与費相当分が暫定的に一般財源化された。さらに、平成18年度から

は、国の負担率が２分の１から３分の１に削減された。 

　義務教育費国庫負担制度は、義務教育の機会均等とその水準の維持・向上及び地方財政の安定のため、

国が必要な財源を保障するとの趣旨で確立されたものであり、これまで我が国の義務教育の水準向上に大

きな役割を果たしてきたところである。この制度を縮小・廃止することは、地方における義務教育に必要

な財源の確保を困難にし、義務教育の地域間格差を生じさせることにつながるだけでなく、厳しい財政運

営を余儀なくされている地方自治体の財政に大きな影響を与えるものであり、義務教育行政の円滑な推進

に重大な影響を及ぼすものである。 

　義務教育の水準確保と地方教育行政の充実を図るためには、この制度が維持されることが必要である。 

　よって、国においては、義務教育費国庫負担制度を維持するよう強く要望する。 

　脳脊髄液減少症は、交通事故、スポーツ障害、落下事故、暴力などによる頭部や全身への強い衝撃によっ

て脳脊髄液が慢性的に漏れ続け、頭痛、首や背中の痛み、腰痛、目まい、吐き気、視力低下、耳鳴り、思考

力低下、うつ症状、睡眠障害、極端な全身倦怠感・疲労感等のさまざまな症状が複合的に発現する病気であ

り、難治性のいわゆる「むち打ち症」の原因として注目されている。 

　しかし、この病気は、これまで原因が特定されない場合が多く、「怠け病」あるいは「精神的なもの」と

判断されていたため、患者の肉体的・精神的苦痛はもとより、患者の家族等の苦労もはかり知れなかった。 

　近年、この病気に対する認識が徐々に広がり、本症の研究に取り組んでいる医師らより新しい診断法・治

療法（ブラッドパッチ療法など）の有効性が報告されている。このような中、医学会においても脳脊髄液減

少症に関して本格的な検討を行う機運が生まれつつある。長年苦しんできた患者にとってこのことは大きな

光明となっている。 

　しかしながら、この病気の一般の認知度はまだまだ低く、患者数などの実態も明らかになっていない。ま

た、全国的にもこの診断・治療を行う医療機関が少ないため、患者・家族等は大変な苦労を強いられている。 

　よって、国においては、以上の現状を踏まえ、下記の措置を講じるよう強く要望する。 

記 

１　交通事故等の外傷による脳脊髄液漏れ患者（脳脊髄液減少症患者）の実態調査を実施するとともに、患

　者・家族に対する相談及び支援体制を確立すること。 

２　脳脊髄液減少症について、さらに研究を推進するとともに、診断法並びにブラッドパッチ療法を含む治

　療法を早期に確立すること。 

３　脳脊髄液減少症の治療法の確立後、ブラッドパッチ療法等の新しい治療法に対して早期に保険を適用す

　ること。 

議 員 提 出 議 案 

脳脊髄液減少症の研究・治療等の推進を求める意見書 脳脊髄液減少症の研究・治療等の推進を求める意見書 

義務教育費国庫負担制度の維持についての意見書 義務教育費国庫負担制度の維持についての意見書 
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　我が国は、ついに人口減少社会に突入した。厚生労働省の人口動態統計によると、平成17年11月

までの１年間に出生数が死亡数を概数で8,340人下回り、人口が年間で初めて自然減となり、今後、

約30年間は15歳から64歳までの生産年齢人口が減少し続けることになる。 

　そうした中で女性の就労率が高まってくることは確実であり、少子社会への対応を考えたとき、

今後の働き方として、男性も女性もともに、仕事と子育て・介護など家庭生活との両立に困難を感

じることがない働き方が可能になるような環境整備、社会システムの構築が非常に重要になってくる。 

　つまり、働き方や暮らし方を見直し、仕事と生活の調和を図ること、いわゆるワーク・ライフ・

バランスの実現が、これからの我が国にとって重要な課題となる。ワーク・ライフ・バランスは働

く者にとって望ましいだけでなく、企業にとっても両立支援の充実している会社が順調に業績を伸

ばしている事例が多数あり、就業意欲の高まり、労働生産性の向上などのメリットが少なくない。 

　厚生労働省の研究会がワーク・ライフ・バランスについてまとめた報告書（平成16年６月）は、

政府には、仕事と生活の調和の実現に向けた環境整備に早急に着手することが期待されるとしている。

ワーク・ライフ・バランスは労働政策に限るものではなく、省庁の枠を超えて総合的に政策が実行

できるよう（仮称）仕事と生活の調和推進基本法を制定すべきである。 

　社会経済情勢の変化に対応した豊かで活力ある社会が実現できるよう、ワーク・ライフ・バラン

ス形成の促進を図るため、同基本法により政策の基本方向を定め、総合的かつ計画的に施策を実行

することを強く要望する。 

　現在、南部第三工業団地内に民間事業者による廃棄物処理施設の建設が計画されている。 

　この工業団地は食品工場を初め全国的優良企業が集積しており、建設が計画されている敷地から

50メートル地点には住宅があり、群馬県廃棄物処理施設の事前協議等に関する規程で定める半径

300メートル以内に80軒の住宅が隣接し、さらに周辺は県内でも有数の野菜産地であることなどか

ら、廃棄物処理施設の建設については、地域住民を中心に建設反対の住民運動が展開されている。 

　廃棄物処理施設の建設は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の規定に基づき、現地調査、設置

協議書の公告、事業者説明会の開催、住民意見書の提出など、さまざまな手続を経て設置許可が出

されるものであるが、その許可権限については、群馬県が有しており、地域住民を初め関係者とし

ては、設置許可に当たり、こうした地域の事情が反映されたものになるか、大きな不安を感じている。 

　そのため、地域住民を中心に組織された伊勢崎廃棄物処理施設建設阻止市民の会は、１万4,000人

以上の署名を添えた県知事への陳情、県議会への請願、さらには市に対しても陳情を提出するなど、

さまざまな活動の中で、地域環境や生活権の観点から切実な実情を訴えている。 

　よって、県においては、その設置許可に当たっては、法律の規定はもとより、施設設置者と地域

住民との合意形成手続の適正化等を図ることを目的とした群馬県廃棄物処理施設の事前協議等に関

する規程を省略することなく手続を進めるよう設置者に行政指導するとともに、地元住民の反対運

動の趣旨が十分反映されるよう強く要望する。 

 

廃棄物処理施設建設に関する意見書 廃棄物処理施設建設に関する意見書 

（仮称）仕事と生活の調和推進基本法の制定を求める意見書 （仮称）仕事と生活の調和推進基本法の制定を求める意見書 
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（A４判） 

表　紙 

請 願 書  

紹介議員　○○○○ 
（署名または記名押印） 

内　容 

◯◯◯◯に関する請願 
趣旨（簡単明瞭に） 
・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・ 
平成　年　月　日 
（提出年月日） 
伊勢崎市議会議長 
　　　　　◯◯◯◯宛 
請願者住所 
　　　　　◯◯◯◯印 
（個人の場合その氏名、法人の場合 
　その名称と代表者の氏名） 
 

　12月定例会は、12月6日（水）から
20日（水）まで。 
　一般質問は、7日（木）・8日（金）の2
日間の予定で開かれます。 

市役所本館 議事堂 

傍聴入口 

　飲酒運転の危険性については、これまでたびたび指摘されており、その追放に向け、平

成13年には危険運転致死傷罪の新設、平成14年６月には改正道路交通法による酒酔い・

酒気帯び運転の厳罰化が図られたところである。 

　しかし、依然として、全国的にも飲酒運転による痛ましい交通死亡事故が発生するなど、

その危険性や違法性の周知・徹底が図られていない状況である。 

　特に、伊勢崎警察署・境警察署管内における飲酒運転による検挙者数は、昨年は579件

と、一昨年と比べ３倍強の数に上り、さらに、本年１月から８月までのわずか８カ月間で

417件に達し、県内他市と比較しても、まことに憂慮すべき事態となっている。 

　飲酒運転の追放には、運転者、同乗者が飲酒運転の危険性、違法性、責任の重大性を認

識することはもとより、家庭、地域、職場等の連携が必要不可欠であり、市民が一丸となっ

て飲酒運転追放に向けた機運を高めることが求められる。 

　よって、本市議会は、悲惨な交通事故の根絶に向け、全市民を挙げた飲酒運転追放運動

の展開を強力に推進するものである。 

飲酒運転追放に関する決議 

議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 

◆◆◆ 市議会いせさき 平成18年10月16日 

　
請
願
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
国
・
県
ま
た
は
市
に
要
望
を

述
べ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
請
願
は
、
年
齢
や
国
籍
な
ど
を
問
わ
ず
誰
で
も
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
一
名
以
上
の
紹
介
議
員
が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
請
願
の
内
容
や
対
象
は
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
は
市
議
会
の
権
限
に
及
ぶ
範
囲
の
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
形
式
に
つ
い
て
は
、
下
の
様
式
を
参
照
の
上
、
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
の
方
法
は
、
郵
便
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

　
受
理
し
た
請
願
書
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

そ
こ
で
慎
重
に
審
議
し
ま
す
の
で
、
請
願
事
項
が
二
つ
以
上

の
常
任
委
員
会
に
関
連
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
も
し
、
二
つ
以
上
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
ま
た
が
る
よ

う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
に
個
別

に
付
託
で
き
る
よ
う
、
別
々
の
請
願
書
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
陳
情
の
場
合
も
様
式
は
請
願
書
と
同
じ
で
す
が
、
紹
介
議

員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
受
理
し
た
陳
情
は
陳
情
送

付
表
に
ま
と
め
、
所
管
の
委
員
会
に
送
付
し
ま
す
。 

請
願
・
陳
情 


	N0901
	N0902
	N0903
	N0904
	N0905
	N0906
	N0907
	N0908
	N0909
	N0910
	N0911
	N0912
	N0913
	N0914

